子宮がん検診精密検査依頼書 兼 結果報告書について
１．これまでの経過　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①子宮頸がん取り扱い規約（第3版（2012年４月発刊））の変更
０期（上皮内がん）が臨床進行期から削除された。
②国への報告様式の変更
平成25年10月25日付で厚生労働省から通知。
※平成27年度に報告すべき、平成26年度の精密検査結果の取り扱いから変更
　【報告内容の変更】
　　・「原発性のがんのうち上皮内がん」を削除する。
　　・「異形成であった者」の項目が削除され、「CIN3またはAISであった者」、
「CIN２であった者」、「CIN１であった者」、「腺異形成であった者」の報告に変更する。
③府内市町村への現状調査
現在、市町村から収集している精度管理データでは、CIN分類での報告がほとんどなく、府内市町村がどの程度対応できているか把握するため「子宮がん検診報告に関するアンケート」を実施した。
２．提案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■子宮がん検診精密検査依頼書 兼 結果報告書の案を作成、発出する。
〈事務局の考え方〉
①府内市町村へのアンケートの結果、精密検査結果報告書の項目について『CIN分類の追
加』や『０期の削除』を加筆修正している市町村はほとんどなく、対応した報告書案を
作成、提示する必要があると考える。
②アクションプランにより、府内市町村が実施する精密検査依頼書の統一を、平成２６年
度に検討する事としていたが、子宮がんについては、平成２６年度から適用する必要が
あるため、平成２５年度内に統一用紙を市町村へ提供したい。
　※アンケートでも、「早急に報告書案を提供していただきたい」という要望も多数あり。
３．今後の対応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
精度管理センターで検討した「子宮がん検診精密検査依頼書 兼 結果報告書案」を当部会において、議事提案し、当部会での承認をもって府内市町村へ文書発出する。
